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災害情報共有システムへのMGRSコードの導入
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概要：災害発災時に被害を最小限に食い止めるには迅速かつ的確な情報の収集と伝達が重要である．その
ため，即時性が高く利用者が多いという特徴を有する Twitterの発災時における利活用に大きな注目が集

まっている．我々は先行研究で以下の二つのサブシステムから構成される Twitterを用いた災害情報共有

システムを実装した．(1)災害情報投稿システム DITS (Disaster Information Tweeting System)：利用者

の現在地の住所と災害時地域ハッシュタグ「#（自治体名）災害」を自動付与してツイートする，(2)災害

情報マッピングシステム DIMS (Disaster Information Mapping System)：DITSで投稿されたツイート群

を地図上にマッピングして表示する．ところで，DIMSにおいて地図上にツイートをマッピングする際，

対象のツイートにジオタグが付与されている場合はその情報により正確にマッピングすることができるが，

ジオタグが付与されていない場合は，ツイートに記載された住所をジオコーディングしてマッピングする

ため，大きく位置ずれを起こすケースが存在した．そこで本研究では，DITSにツイート内にMGRSコー

ド（UTMポイント）を自動挿入する機能を追加することにより，DIMSにおけるマッピングの精度向上を

図る．
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Abstract: Utilizing Twitter at the time of accidents has been gaining attention, because to minimize the
damage in case of a disaster, it is important to collect and spread accurate information quickly. In the
previous study, we proposed a disaster-related information sharing system using Twitter which is composed
of the following two subsystems; (1)DITS (Disaster Information Tweeting System): a system that attaches
both the user’s current geo-location information (street address) and the hashtag of the form “#(municipal-
ity name) disaster” to a tweet automatically, (2)DIMS (Disaster Information Mapping System): a system
that plots tweets posted by DITS on a map. In the previous DIMS, tweets with geotags can be mapped
accurately by using geotag information (the latitude and longitude). On the other hand, ｔ weets without
geotags are mapped by geocoding the street address. This causes inaccurate tweets mapping in some cases.
In this study, therefore we try to improve the precision of tweet mapping in DIMS by adding a function that
attaches MGRS code (which is often referred to as “UTM point” in Japan) into the tweet automatically.
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1. はじめに

災害発災時に被害を最小限に食い止めるには迅速かつ的

確な情報の収集と伝達が重要である．そのため，即時性が
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高く利用者が多い *1という特徴を有するTwitterの発災時

における利活用に大きな注目が集まっている．ここ数年の

間に発生した大規模災害，例えば 2011年 3月に発生した東

日本大震災や 2012年 10月にアメリカ東部に大きな被害を

もたらした Hurricane Sandy，2013年 11月にフィリピン

レイテ島に壊滅的な被害をもたらした Typhoon Haiyan な

どの被害状況の発信，収集，共有に Twitterが活用された

ことが報告されている [2]．また，近年では，国や自治体な

どの行政機関にも災害関連情報の収集に Twitterを活用し

ようという動きが見られる [3]．例えば埼玉県和光市では，

災害情報を効率的に収集することを目的として「#和光市

災害」というハッシュタグを利用することを公式に定めて

おり [4]，他の自治体にも同様の動きが広がりつつある．

ところで災害情報の的確な収集や活用という観点を考慮

すると，ジオタグ（経緯度情報）や住所のような正確な位

置情報が投稿されるツイートに付与されていることが望ま

しい．例えば，ジオタグが付与されていれば，例えば地図

上に自動的にツイートをマッピングすることができ，被災

者や行政機関が災害関連のツイート情報をより活用できる

と考える．しかし，Twitterの設定で「位置情報の利用を

許可」しているユーザは少なく，ジオタグが付与されたツ

イート数は極めて少ないことが知られている [5]．また，外

出先などで被災した場合はツイートに正確な住所を記載す

ることは困難であることが予想される．ツイートにランド

マーク名の記載があれば，それをヒントに位置を推測でき

るが [6], [7]，一意に特定することは難しい．なぜなら，例

えば “第一小学校”と記載があっても，全国に多数ある同

名称の学校のいずれであるかを特定することは困難な場合

が多いからである [8]．

このような背景をもとに，我々は先行研究で，Twitterを

用いた災害情報共有システムを実装した [9], [10]．本シス

テムは，以下の二つのサブシステムから構成される．(1)災

害情報投稿システム DITS(Disaster Information Tweeting

System): 利用者の現在地の住所と災害時地域ハッシュタグ

「#（自治体名）災害」（例えば現在地が神奈川県平塚市の場

合は「#平塚市災害」）を付与したツイートを投稿する，(2)

災害情報マッピングシステム DIMS (Disaster Information

Mapping System)：DITSで投稿されたツイート群を地図

上にマッピングして表示する．我々が実装した災害情報共

有システムはほぼ一年に渡り試験運用されており，各種訓

練等にも利用されてきた [11], [12], [13]．しかし，先行研究

で実装したDIMSにおいて地図上にツイートをマッピング

する際，対象のツイートにジオタグが付与されている場合

はその情報により正確にマッピングすることができるが，

ジオタグが付与されていない場合はツイートに記載された

住所をジオコーディングしてマッピングするため，大きく

*1 2015 年 12 月の日本におけるアクティブユーザ数は 3,500 万人
であったことが報告されている [1]．

位置ずれを起こすケースが存在するという問題点があっ

た．そこで本研究では，DITSにツイート内にMGRSコー

ド [14]（UTMポイント [15]）を自動挿入する機能を追加す

ることにより，DIMSにおけるマッピングの精度向上を図

る．MGRSコードは大規模災害発災時に様々な機関が利

用することが検討されていることから，災害情報の利活用

という観点でも大きなメリットとなることが期待される．

2. 災害時のTwitter利活用

2011年 3月に発生した東日本大震災時には，多くの被災

者が災害情報の発信，収集，共有に Twitterを活用したこ

とが知られている [16], [17], [18], [19], [20], [21], [22], [23]．

2012年 10月にアメリカ東部で Hurricane Sandyが発生し

た際にも Twitterを利用した災害情報の発信・収集が活発

に行われ [24]，“sandy”, “hurricane”, “#sandy”, “#hurri-

cane”が含まれるツイートの総数が同年 10月 27日から 11

月 1日の間に 2000万を超えたことが報告されている [25]．

2013年にフィリピンにおいてTyphoon Haiyanの被害が拡

大した際には，クラウドソーシングにより Twitterの情報

を利用したクライシスマップが作成された [2], [26]．2014

年 2月に関東・甲信越で豪雪災害が発生した際には，長野

県佐久市において市長自らが Twitterを使って雪害状況の

報告を呼びかけ [27]，多くの市民がそれに応じた．2015年

9月の関東・東北豪雨災害の際には，自宅に取り残された人

が Twitterを利用して救助要請を行ったことが話題となっ

た [28]．また，近年では，災害情報の収集や共有を目的と

して「#（自治体名）災害」を災害状況報告用のハッシュ

タグとして公式に定める自治体が増えている [4], [29]．

3. 関連研究・システム

我々が開発を進める Twitterを用いた災害情報共有シス

テムと同様，一般市民に災害関連情報を投稿してもらい，

それを共有するシステムの研究・開発・運用例は多数存在

する [30], [31], [32], [33], [34], [35], [36]．

例えば大熊ら [31]は，Twitterや独自に構築した SNSに

投稿された情報をGIS上にマッシュアップするシステムを

構築した．情報の投稿に Twitterを利用できる点や投稿さ

れた情報が地図上に表示される点は我々のシステムと同一

であるが，特定の地域での運用を目的としたシステムであ

り，またシステムの利用には登録・ログインが必要である

点が我々のシステムとは異なる（我々のシステムは利用地

域は限定しておらず，またシステムの利用には Twitterの

アカウントのみが必要でシステムに対する登録・ログイン

作業は必要ない）．

FEMA (Federal Emergency Management Agency) の

Disaster Reporter[34]やがウェザーニューズ社が提供する

減災リポートマップ [35]も，一般市民が提供する情報を地

図上に展開し，自助・共助への活用を目指すシステムという
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点で我々のシステムと類似したものである．ただし，我々

のシステムと違い，提供された災害関連情報は基本的には

Disaster Reporterや減災リポートマップのアプリやサイト

でのみ取得・閲覧が可能である．我々が開発を進めるシス

テムにおいては，利用者から提供される情報は Twitter上

に投稿されるため，Twitterの検索機能などを利用すれば

誰でもがその情報にアクセスすることが可能であり，投稿

者のフォロワーのタイムラインには通常のツイートと全く

同様に表示されるという利点がある．更に，Twitterは利

用者が多いこと [1]，及びリツイートやお気に入り（Like）

の機能があることなどから，情報の拡散も容易い．以上の

ことを踏まえると，災害関連情報の利活用という観点で

FEMAやウェザーニューズ社のサービスに対して優位性

が存在すると考える．

4. Twitterを利用した災害情報共有システム

4.1 先行研究で構築したシステムの概要

ここでは，先行研究で構築した Twitterを利用した災害

情報共有システム（図 1）を文献 [9], [10] に沿って紹介す

る（ただし，多少アップデートされている部分がある）．本

システムは，以下の二つのサブシステムから構成される．

• 災害情報投稿システム DITS(Disaster Information

Tweeting System): 利用者の現在地の住所と災害時

地域ハッシュタグ「#（自治体名）災害」を自動付与

してツイートする

• 災害情報マッピングシステム DIMS (Disaster Infor-

mation Mapping System)：DITSで投稿されたツイー

ト群を地図上にマッピングして表示する

以下にそれぞれの詳細を述べる．

4.1.1 災害情報投稿システム DITS

Webアプリケーションとしてレンタルサーバ上に実装さ

れている（使用言語は PHPと JavaScript）．本システムは

以下の特徴を有する．

( 1 ) システム利用時に Twitterの認証を行い，利用者自身

の Twitter アカウントからのツイートとして投稿さ

れる

( 2 ) 利用者の現在地の位置情報（経緯度）を取得し，それ

に基づいて住所と災害時地域ハッシュタグ「#（自治

体名）災害」をツイート内に自動付与する（救助を必

要としている場合には，ハッシュタグ「#救助 *2」も

同時に付与することが可能である）

( 3 ) 利用者の Twitterの設定が「位置情報の利用を許可」

となっている場合には，ジオタグ（経緯度情報）付き

ツイートとして投稿される

( 4 ) 画像の添付が可能である

DITSの利用者は外出先等で正確な住所がわからない場

*2 ツイッター社が救助要請用のハッシュタグとして「#救助」の利
用を推奨している [37]．

図 1 災害情報共有システムのトップ画面

合でも，ツイートに住所と対応する災害時地域ハッシュタ

グを付与することができる（Twitterで位置情報の利用を

許可する必要はなく，利用するブラウザで GPSの利用を

許可すればよい）．システムがツイートに自動付与する住

所と災害時地域ハッシュタグ「#（自治体名）災害」は，

Geolocation API[38]により取得した位置情報（経緯度）を

逆ジオコーディング（本研究ではYahoo!リバースジオコー

ダ API[39]を利用）することにより決定される．例えば，

取得した位置情報が緯度: 35.361494，経度: 139.275726で

あった場合には，住所は「神奈川県平塚市北金目 4丁目 1」

となり，ハッシュタグは「#平塚市災害」となる．また，

災害情報の発信という意味では画像が添付できることが

重要であるが，本システムでは利用端末内に保存されてい

る画像の添付が可能であり，スマートフォンなどのカメラ

機能付きの端末を利用している場合には，投稿時に撮影し

た写真の添付も可能である．本システムではツイートの投

稿に Twitter API[40]を利用しているが，投稿可能な画像

のファイルサイズの上限は約 3MBである．そこでサーバ

上で画像を縮小処理し，ファイルサイズを小さくしてから

Twitterに投稿する仕様になっている．

DITSで提供される情報は投稿者の Twitterアカウント

からのツイートとして Twitter上に投稿されるため，この

システムの利用者に限らず多くの被災者や機関が利用可能

である．例えば，自宅近辺の情報を入手したい被災者は，

自宅住所に対応する災害時地域ハッシュタグで検索すれば
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その地域（基礎自治体）のツイートが検索可能である．例

えば，自宅住所が平塚市の場合は「#平塚市災害」でキー

ワード検索をすればよい．また，

4.1.2 災害情報マッピングシステム DIMS

Webアプリケーションとしてレンタルサーバ上に実装さ

れている（使用言語は PHPと JavaScript）．本システムは

以下の特徴を有する．

( 1 ) 利用者の現在地の位置情報（経緯度）から現在地の市

区町村名を特定し，その市区町村の災害時地域ハッ

シュタグを含むツイートを検索して地図上に表示する

（地図は利用者の現在地を中心として表示される）

( 2 ) ジオタグ付きツイートの場合はその経緯度を用いて

地図上にマッピングし，ジオタグが付与されていない

ツイートの場合は，ツイートに記載された住所をジオ

コーディングして地図上にマッピングする（本システ

ムでは Yahoo!ジオコーダ API[41]を利用）

( 3 ) 画像が添付されているか否か，及びハッシュタグ「#救

助」があるか否かによって，マッピング時のアイコン

が変化する

( 4 ) 利用者の現在地の市区町村が公式のツイッターアカウ

ントを運用している場合は，そのアカウントの最新ツ

イート 10件分を表示する

( 5 ) 利用時に Twitterアカウントは必要とせず，誰でも利

用可能である

DIMSで表示される地図は利用者の現在地を中心として

表示されるため，近辺の情報のみを効率的に入手すること

が可能である．

4.2 先行研究で構築したシステムの問題点

先行研究で実装した DIMSにおいては，ツイートにジオ

タグが付与されている場合はその情報を利用して地図上に

マッピングし，ジオタグが付与されていない場合は，ツイー

トに記載された住所をジオコーディングしてマッピング

していた．そのため，ジオタグが付与されていないツイー

トのマッピングにおいて，大きく位置ずれを起こすケース

が存在した．例えば，DITSを利用する際に取得した位置

情報が緯度: 35.361494，経度: 139.275726であった場合に

は，リバースジオコーディングしてツイートに付与される

住所は「神奈川県平塚市北金目 4丁目 1」となる．ここで，

Twitterの「位置情報の利用が許可」されていない場合に

は，ジオタグなしで投稿されるため，DIMSでマッピング

する際はツイートに記載されている「神奈川県平塚市北金

目 4丁目 1」という住所をジオコーディングして経緯度を

指定することなる．Yahoo!ジオコーダ API[41]を利用して

得られる経緯度は緯度: 35.36266114，経度: 139.27249390

であり，本来の位置から 300m以上のずれが生じる．この

誤差はリバースジオコーディングして得られる住所が示す

区画が広いほど大きくなり，郊外においては数キロオーダ

になることも予想される．これは実用上，極めて大きな問

題である．

4.3 MGRSコードの導入による問題点の解消

4.2 で述べた通り，先行研究で構築したシステムでは，

Twitterの「位置情報の利用が許可」されていない場合に

DITSで投稿されたツイートは，DIMSにおけるマッピン

グで大きな位置ずれを起こす可能性があった．これは，災

害情報の共有という観点から見て，極めて大きな問題であ

る．この問題を解決するためには，ツイート本文内に住所

よりも細かい粒度の位置情報を記述する必要がある．最も

単純な方法としては，システムが Geolocation APIにより

取得した経緯度の情報をそのままツイートの記載する方法

が考えられる．経緯度をそのまま記載する方法以外には，

実用面で十分な精度で位置を指定できる他のコードに置き

換える方法が考えられる．候補としては，

• MGRS(Military Grid Reference System) コード [14]

（日本では UTMポイント [15]と呼ばれることが多い）

• Open Location Code[42]

• LP-Address[43]

• 3words[44]

• Nコード [45]

などが挙げられるが，本研究ではMGRSコード（UTMポ

イント）を導入することとした．これは，以下の理由に

よる．

(a) 世界各国で利用されており，日本でも自衛隊が利用し

ている

(b) 広域災害時に関係機関（自衛隊，警察，海上保安庁など）

で共通利用しようという機運が高まっている [46], [47]

MGRS コードは，例えば “54SUE43351450” のように

表記されるが，3 つのコンポーネントに分かれてい

る [14], [15], [48] ．最初のコンポーネント（数字 2文字，ア

ルファベット 1文字からなる先頭の 3文字）はGZD（Grid

Zone Designator: グリッドゾーン識別子）と呼ばれ，南緯

80度から北緯 84度までの領域を分割した 120のブロック

（グリッドゾーン）の一つを指定する [49]．次のコンポー

ネント（アルファベット 2文字）は 100,000 meter square

identifier（100,000メートル格子 ID）と呼ばれ，先に指定

したグリッドゾーンを更に 100km四方の格子に分割した

ものの一つを指定する．最後のコンポーネントは，先に指

定した 100km格子内の Easting（東距）と Northing（北

距）を表すものである（格子の左下の隅が原点）．最後のコ

ンポーネントの数字の桁数により，MGRSコードの位置指

定の精度が変化する．例えば 8桁（すなわちMGRSコー

ド全体で 13文字）の場合は 10m精度，10桁（MGRSコー

ド全体で 15文字）の場合には 1m精度で位置の指定が可能

である．本研究では，10m精度で十分であると考え，最後

のコンポーネント（Easting, Northing）の桁数は 8桁，す
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図 2 DITS の投稿画面（新システム）

なわちMGRSコード全体で 13文字とした．なお，本研究

では，経緯度MGRSコードへの変換には PHPのライブラ

リ [50]を，MGRSコードの経緯度への変換には JavaScript

のライブラリ [51]を利用した．

この MGRSコードの導入により，旧システムの DITS

における特徴の (2)が以下のように変更される．

(2)’ 利用者の現在地の位置情報（経緯度）を取得し，それ

に基づいて住所と災害時地域ハッシュタグ「#（自治

体名）災害」，及びMGRSコードをツイート内に自動

付与する（救助を必要としている場合には，ハッシュ

タグ「#救助」も同時に付与することが可能である）

また，旧システムの DIMSにおける特徴の (2)が以下のよ

うに変更される．

(2)’ ジオタグ付きツイートの場合はその経緯度を用いて地

図上にマッピングし，ジオタグが付与されていないツ

イートの場合は，ツイートに記載されたMGRSコー

ドを経緯度に変換して地図上にマッピングする

新システムの DITSの投稿画面を図 2に，投稿されたツ

イート例を図 3 示す．新システムの DITS で投稿された

ツイートには，現在地の住所と災害時地域ハッシュタグ

「#（自治体名）災害」に加え，MGRSコード（アプリケー

ション上では UTM座標と表記）が付与される．また，図

4に DIMSでのツイート表示例を示す．

図 3 DITS により投稿されたツイート例

図 4 DITS により投稿されたツイートの DIMS での表示例

4.4 MGRSコードの導入の効果

MGRSコードを導入したことによるマッピング精度の向

上を検証するための実験を行った．東海大学湘南校舎近隣
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表 1 旧システムと新システムでのマッピング結果の比較

地点 経緯度 a 逆ジオコーディングして得られた住所 MGRS コード 経緯度 b 経緯度 c

A 35.3617, 139.2734 神奈川県平塚市北金目 4 丁目 1 54SUE43141452 35.3627, 139.2725 35.3617, 139.2735

B 35.3608, 139.2735 神奈川県平塚市北金目 4 丁目 1 54SUE43141443 35.3627, 139.2725 35.3609, 139.2735

C 35.3615, 139.2757 神奈川県平塚市北金目 4 丁目 1 54SUE43351450 35.3627, 139.2725 35.3615, 139.2758

D 35.3642, 139.2732 神奈川県平塚市北金目 4 丁目 1 54SUE43121481 35.3627, 139.2725 35.3643, 139.2732

E 35.3653, 139.2719 神奈川県秦野市南矢名 54SUE43011493 35.3663, 139.2527 35.3653,139.2720

F 35.3660, 139.2726 神奈川県平塚市北金目 4 丁目 1 54SUE43071500 35.3627, 139.2725 35.3660, 139.2726

G 35.3671, 139.2732 神奈川県平塚市北金目 4 丁目 1 54SUE43131512 35.3627, 139.2725 35.3671, 139.2732

H 35.3705, 139.2725 神奈川県秦野市南矢名 2 丁目 11 54SUE43071550 35.3702, 139.2727 35.3705, 139.2725

8地点で新システムを利用しテスト投稿を行い，旧システ

ムと比較して新システムとの間でどの程度マッピングの精

度が向上するかを検証した（Twitterの位置情報利用は許

可せずにシステムを利用する，すなわち投稿されるツイー

トにはジオタグは付与されない）．実験結果を表 1，及び

図 5, 6に示す．表 1で，経緯度 aは投稿地点の経緯度を

表す．経緯度 bは住所をジオコーディングして得られた経

緯度，すなわち旧システムでツイートをマッピングする際

に利用される経緯度である．経緯度 cはMGRSコードを

変換して得られた経緯度，すなわち新システムでツイート

をマッピングする際に利用される経緯度である．この表か

らわかる通り，経緯度 cは経緯度 aとほぼ同じ値となって

おり，新システムでは投稿地点とほとんど変わらない地点

にツイートがマッピングされる（経緯度 aと経緯度 cの値

の違いは，経緯度をMGRSコードに変換し，さらに逆変

換する際に生じる誤差である）．一方，経緯度 bと経緯度

aは大きく異なる数値となる場合もあり，旧システムでは

ツイートのマッピングの際に大きな位置ずれを起こす場合

があることを示している．地点 A, B, C, D, F, Gはすべて

逆ジオコーディングにより得られた住所が「神奈川県平塚

市北金目 4丁目 1」であったため，旧システムでは 1点に

マッピングされてしまっているが（図 5），新システムでは

MGRSコードの導入により異なる地点（適切な地点）に

マッピングされていることがわかる（図 6）．また，地点 E

のように逆ジオコーディングの結果，大字までの住所しか

得られない場合もあるが，これは大幅な位置ずれを発生さ

せる原因となる（図 5）．

以上より，MGRSコードを導入したことにより，大幅に

マッピングの精度が向上したことが検証できた．

5. まとめ

本研究では，先行研究で構築した Twitterを用いた災害

情報共有システムにおいて生じるツイートマッピングの位

置ずれ問題を解消するために，MGRSコードを導入し，そ

の効果を検証した．MGRSコードの導入により，投稿者が

Twitterの位置情報の利用を許可していない場合でも，投

稿されたツイートをマッピングする際に大きな位置ずれが

生じなくなった．

現在のシステムはWebアプリケーションとして実装さ

れているが，より利用者の使い勝手のよいものにするため

に，スマートフォンのネイティブアプリ（Android版，iOS

版）を開発中である．今後，並行して研究を進めている有

益ツイートの抽出 [52]やツイートのカテゴライズ [8]，オー

プンデータや様々なWeb上データのマッシュアップ [53]

などの機能を本システムに組み込む予定である．さらに，

現在は日本国内で利用することを前提にシステムの構築し

ているが，世界各国での利用が可能なシステムへの拡張を

試みる予定である．
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